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　弘前大学は、第 3期中期目標において「働きやすく、学びやすい環境づくりのため、男女共同参画の一

層の推進を図る」と定め、中期計画に明確な目標値（女性教員の採用比率年平均27.5％、在職比率19.0％、

および上位職の女性を平成27年度と比較し倍増）を示し、積極的に取り組んできました。第 3期最終年度

である令和 3年度において、採用比率が僅かに下回るものの、他は達成する見込みとなっています（令和

4年 3月末見込み：採用比率（助教以上）27.4%、在職比率（助教以上）20.5%、上位職 4名→ 8名）。同

じく文部科学省の補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」も今年度で終了と

なりますが、次の第 4期中期目標期間においても、中期計画に「女性の採用や上位職登用を推進し、ジェ

ンダーバランスの改善に取り組む。また、ライフイベントやライフステージに適切かつ十分に配慮した支

援策を展開し、女性が活躍できる環境を整備する」と定め、これまで以上に男女参画の推進に取り組んで

まいります。

　昨年に引き続き、「男女共同参画トップセミナー」や「北東北国立 3大学連携推進会議連携協議会『男

女共同参画シンポジウム』」にオンラインで参加させていただき、各業界の男女平等に関する様々な取組や、

北東北に立地し同じ地理的・気候的なハンディをもつ 3大学の男女共同参画の現状と課題を知る良い機会

となりました。今年度の「女性研究者懇談会」は、残念ながら参加者が少なく、女性研究者の生の声を十

分にお聞きできませんでした。学内の女性教員、とくに他学から本学に着任された女性教員との意見交換

の場を増やし、ライフイベントと研究の両立や女性研究者の研究力向上のための支援策を充実させ、「女

性研究者から選ばれ、活躍できる環境が整備された弘前大学」を目指していきたい。

　知の集積拠点である大学という組織もまた、持続的に新たな価値を創出し発展し続けるためには、女性

に限らず、若手や外国人など多様な人材を積極的に求める段階に進まなければなりません。男女共同参画

を含むダイバーシティとは、女性や外国人、あるいは障がい者等、異なる価値観に出合い、刺激され、組

織全体の世界観が広がることであり、多様な人材がその才能をいかんなく発揮できるよう、本学の教育研

究環境の充実を図っていきたいと考えています。

� 国立大学法人 弘前大学 学長
　福　田　眞　作

ごあいさつ
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理事（社会連携担当）
　　　　石　川　隆　洋

　大学運営において男女共同参画を推進するためには、トップのリーダーシップの発揮が求められていま

す。弘前大学では、学長の強いリーダーシップの下、性別にかかわらず学びやすく働きやすい研究環境の

実現に向けた取組を行ってきました。

　令和 3年度は、弘前大学男女共同参画推進基金による、女性教員基盤整備等スタートアップ経費や面接

時交通費及び教員公募時の女性応募者増加に向けたリクルート活動経費の支援、ダイバーシティレポート

制度やプロモーションメンター制度の実施、各種セミナーやシンポジウムの開催など、様々な取組を実施

しました。また、研究部門においても、女性研究者採用・育成支援事業を実施するなど、女性教員の採用

促進に向けた取組支援の輪が広がっています。

　私は、北東北国立 3大学シンポジウム、北東北ダイバーシティ研究環境実現推進会議のオンライン会議、

学長・女性研究者懇談会などに参加しましたが、これまで以上に男女共同参画の推進に思いを強くしてい

ます。

　中でも、男女共同参画トップセミナーでの、仕事と育児・介護等の両立支援のあり方や男性の働き方改

革と多様な部下をマネジメントできる管理職の育成・登用などについてのお話は、効果的なワーク・ライ

フ・バランスを考える上での参考となりました。また、「ダイバーシティ実現で北東北の未来を先導」プ

ログラムのアドバイザリーボードにおける、女性教員の在職比率と採用比率についての関係性の議論は、

大変興味深く拝聴しました。

　令和 4年度は、第 4期中期目標・中期計画の初年度です。女性限定公募の実施促進をはじめ、全国的に

も先駆的な取組であるダイバーシティレポート制度やプロモーションメンター制度や、構築したその他支

援制度を活かし、女性教員の在職比率の維持向上に取組むほか、女性教員の上位職への登用促進に意を用

いて参ります。また、働きやすい研究活動の実現に向けた、女性教職員の産前産後休暇・育児休暇取得時

及び男性教職員の育児休業・介護休業取得時の支援のあり方についても検討していきます。

　今後とも、ワーク・ライフ・バランスに配慮した環境整備や各種支援対策、ジェンダーバランス改善等

の取組により、男女共同参画を推進して参りますので、学内外の皆様のご理解とご協力をお願いします。
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　2021年度は、第 2期弘前大学男女共同参画推進基本計画中間見直しを行いました。平成28年度から令和

7年度を実施期間とした計画で、 5年経過した 6年目に見直すこととなっていたものです。また、男女共

同参画推進室が直接関与したわけではありませんが、第四期中期目標･中期計画の作成が進められました。

加えて文部科学省の補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」の最終年度でした。

これらの過程で改めて認識を強くしたのは、弘前大学における男女共同参画推進は、これからいよいよ真

価を問われる、ということです。幸いこれまでのところ、女性教員比率は比較的順調に向上してきました。

これは、主に助教において女性を採用することにより実現されました。しかし、助教の女性教員比率がほ

ぼ30％に到達し、今後は、これまでの勢いで女性教員比率を伸ばしていくことが難しい段階に入りつつあ

ると感じています。

　例えば、ダイバーシティレポート制度の導入で、教員公募時の選考過程における男女の同等性は確保さ

れていることがわかりましたが、これと同時に、そもそも女性応募者が存在しない場合がかなり存在する

ことが確認できました。また、教授・准教授の女性教員比率の向上に際し、一定程度内部昇格が見込まれ

ますので、現状の女性教員比率をある程度反映した状態にならざるを得ないということもあります。

　さて、今年度の活動については、ほとんどがここ数年の活動を継続したものでした。その中で新しい試

みとしてご紹介したいのは、トップセミナーにワークショップ的運営を組み込み、短時間でしたが少人数

グループに分かれて参加者相互の意見交換時間を設けたことと、 6回開催されたさんかくダイアログのう

ち 1回が学生企画により実施されたことです。今後、単なる話を聞くだけのセミナーでなく、お互いに意

見交換する機会を増やしていくこと、そして、当室で企画するだけでなく、広く学生・教職員からの問題

意識を拾い上げて活動していくことの良さを感じました。

　冒頭で、弘前大学における今後の女性教員比率増加への懸念を記載いたしました。しかし、室長として、

こうした懸念を乗り越える努力が求められます。もちろん女性教員比率の向上だけが当室の目的ではあり

ません。すべての人が働きやすく学びやすい弘前大学を旗印に、これまでの取組を逐次見直し、新たな試

みにも着手しながら、一歩一歩地道に進めて行きたいと考えています。引き続き皆様方のご協力をよろし

くお願いいたします。

男女共同参画推進室長
　藤　﨑　浩　幸
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弘前大学の男女共同参画の現状

　2021年 5 月 1 日現在の本学教職員総数は2,023名（他に学長･理事･監事等）です。そのうち女性は984
名（48.6%）です。
　大学教員（助手を含む）は784名、うち女性は162名（20.7%）、附属学校園教員は94名、うち女性は49名
（52.1%）です。事務職員・技術職員等（医学部附属病院を除く）は292名、うち女性は104名（35.6%）、医
学部附属病院の事務職員・技術職員等は853名、うち女性669名（78.4%）です。
　2020年 5 月 1 日時点と比較すると、大学教員、附属学校園教員、事務職員・技術職員等（医学部附属病
院を除く）はそれぞれ0.6％、2.1％、2.3％増加し、附属病院の事務職員・技術職員等は0.3％減少しました。
さらに、管理職に占める女性比率は、役員（非常勤除く）16.7％、事務系職員9.7％で、役員は昨年と同じ、
事務系は3.2％減少しました。

学部専任担当別の教員数と女性比率
　大学教員における女性比率を昨年度と比較し、増加した学部・研究科等は人文社会科学研究科（＋0.6％）、
医学研究科（＋1.2％）、附属病院（＋2.9％）、理工学研究科（＋0.2％）、附属研究所・学内共同教育研究
施設等（＋3.9％）でした。教育学部は1.0％、保健学研究科は3.0％、農学生命科学部は2.2％減少しました。

学部学生数と女性比率
　学部学生の総数5,964名のうち女性は2,618名（43.9%）です。学部ごとにみると、女性比率の高い順に、
医学部保健学科576名（69.1%）､ 医学部心理支援学科14名（66.7％）、教育学部441名（61.9%）､ 人文社会
科学部630名（53.9%）､医学部医学科345名（42.2％）、農学生命科学部381名（42.0％）、理工学部231名（15.4％）
となります。
　昨年度と比較すると、女性比率は全体で1.2％増加しました。学部ごとでは、人文社会科学部（＋2.3％）、
教育学部（＋3.4％）、医学部保健学科（＋1.4％）、医学部心理支援学科（＋6.7％）、農学生命科学部（＋1.7％）
で増加し、医学部医学科（－0.5％）では減少、理工学部は増減がありませんでした。

男性 女性 R2.5 女性比率 R3.5 女性比率

人文社会科学部 51 14 20.9 21.5 00..66 65
教育学部 66 18 22.4 21.4 --11..00 84
医学研究科 154 35 17.3 18.5 11..22 189
保健学研究科 58 34 40.0 37.0 --33..00 92
附属病院 104 36 22.8 25.7 22..99 140
理工学研究科 90 5 5.1 5.3 00..22 95
農学生命科学部 70 5 8.9 6.7 --22..22 75
附属研究所・学内共同教育研究施設等 29 15 30.2 34.1 33..99 44
計 622 162 20.1 20.7 00..66 784
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図図1 学学部部専専任任担担当当別別 教教員員数数・・女女性性比比率率
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大学院学生数と女性比率
　大学院生の総数は919名、そのうち女性は268名（29.2%）です。学部学生に比べて女性比率は低くなっ
ています。研究科ごとにみると、女性比率の高い順に、地域共創科学研究科26名（51.0％）、人文社会科
学研究科19名（46.3％）、教育学研究科15名（39.5％）、地域社会研究科14名（36.8％）、農学生命科学研究
科33名（35.9％）、保健学研究科43名（34.1％）、医学研究科86名（32.0％）、理工学研究科32名（12.1％）
となります。
　昨年度と比較すると、女性比率は全体で1.4％増加しました。研究科ごとでは、人文社会科学研究科（＋
5.8％）、医学研究科（＋5.5％）、保健学研究科（＋0.8％）、農学生命科学研究科（＋3.5％）、地域共創科学
研究科（＋3.0％）で増加し、教育学研究科（－6.7％）、理工学研究科（－3.3％）、地域社会研究科（－2.7％）
と減少しました。

男性 女性 R2.5 女性比率 R3.5 女性比率
人文社会科学部 538 630 51.6 53.9 22..33 1168
教育学部 272 441 58.5 61.9 33..44 713
医学部医学科 472 345 42.7 42.2 --00..55 817
医学部保健学科 258 576 67.7 69.1 11..44 834
医学部心理支援 7 14 60.0 66.7 66..77 21
理工学部 1272 231 15.4 15.4 00..00 1503
農学生命科学部 527 381 40.3 42.0 11..77 908
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図図2 学学部部別別 学学生生数数・・女女性性比比率率
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図図3 研研究究科科別別 学学生生数数・・女女性性比比率率

男性

女性

R2.5 女性比率

R3.5 女性比率

学

生

数

女

性

比

率



－ 7－

実施体制

　役員会が重要事項を審議・決定し、男女共同参画推進室長が委員長を務める男女共同参画推進委員会が
具体的な事業を企画・審議する体制で進んでいます。男女共同参画推進委員会は、各学部・研究科、医学
部附属病院、総務部、総務部人事課、学務部学生課、研究推進部研究推進課の20名の室員から構成されま
した（前年度も20名）。男女共同参画推進室は、学長直属の組織として弘前大学管理運営規則に定められ、
専任担当教員と事務補佐員（社会連携部社会連携課）を置き、各種事業を実施しました。
　以上の学内の実施体制に加えて、引き続き、岩手大学を代表機関とする文部科学省科学技術人材育成費
補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）の実施組織である北東北ダイバーシティ
研究環境実現推進会議・同会議運営委員会と、令和元年度に加入した全国ダイバーシティネットワーク東
北ブロックに参画しました。牽引型事業の参加機関に位置づけられている「あおもりダイバーシティ研究
環境推進ネットワーク」も活動を継続し、令和 4年 3月にオンラインで年次会議を開催しました。平成22
年度にスタートした、本学、秋田大学、岩手大学による北東北国立 3大学の連携による男女共同参画の連
携も、継続しました。令和 3年度の北東北国立 3大学の連携の取組については、「北東北国立 3大学男女
共同参画シンポジウム」（本報告書13ページ）をご覧ください。

○第２期弘前大学男女共同参画推進基本計画中間見直し
　令和 3年度は、第 2期弘前大学男女共同参画推進基本計画（平成28～令和 7年度）に基づき、その中
間見直しが男女共同参画推進委員会で行われ、役員会で見直し案が了承されました。

令和３年度 男女共同参画推進委員会 名簿
役職等 氏　　名 所　　属　　等
室　長 藤　﨑　浩　幸 農学生命科学部教授

副室長 北　宮　千　秋 保健学研究科教授

阿　部　禎　辰 総務部長

室　員 古　村　健太郎 人文社会科学部准教授

新　谷　ますみ 教育学部准教授

浅野　クリスナ 医学研究科教授

金　澤　佐知子 医学部附属病院副薬剤部長

鳥　飼　宏　之 理工学研究科教授

中　島　　　晶 農学生命科学部教授

山　下　　　梓 男女共同参画推進室助教

後　藤　真　吾 総務部人事課長

三　上　　　徹 学務部学生課長

佐々木　健　一 研究推進部研究推進課長

畑　中　杏　美 人文社会科学部講師

小　瑶　史　朗 教育学部教授

藤　井　穂　高 医学研究科教授

皆　川　智　子 医学部附属病院助教

宮　崎　　　航 保健学研究科教授

江　居　宏　美 理工学研究科准教授

笹　部　美知子 農学生命科学部准教授

弘前大学における男女共同参画推進体制

役員会
数値目標の管理

事務担当
社会連携部 社会連携課

男女共同参画推進室

弘前市

青森県

全国ダイバーシティネットワーク

北東北国立3大学連携
推進会議連携協議会

●岩手大学（代表機関）
●弘前大学
●八戸工業高等専門学校
●一関工業高等専門学校
●東北農業研究センター
●㈱ミクニ

北東北ダイバーシティ
研究環境実現推進会議
文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバー
シティ研究環境実現イニシアティブ（索引型）「ダイ
バーシティ実現で北東北の未来を先導」の実施

●弘前大学
●弘前学院大学
●柴田学園大学
●柴田学園大学短期大学部
●青森公立大学
●青森中央学院大学
●青森中央短期大学
●八戸工業高等専門学校
●八戸工業大学
●八戸学院大学
●八戸学院大学短期大学部
●北里大学獣医学部
●（地独）青森県産業技術センター
●弘果総合研究開発株式会社
●東北化学薬品株式会社
●株式会社ラグノオささき

あおもりダイバーシティ
研究環境推進ネットワーク
構成機関

男女共同参画
担当理事

学 長

●各学部・研究科教員
●附属病院教職員
●人事課・学生課
　研究推進課課長
●男女共同参画推進室
　専任担当教員

男女共同参画
推進委員会

専
任
ス
タ
ッ
フ

室 長
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実施事業の内容と成果

１．環境整備

　環境整備については、以下の託児利用料補助、子育て・介護中の研究者への研究支援員配置、男性教
職員の育児・介護に関する休暇・休業取得促進ポスター、SOGIプロジェクトの提言を踏まえた取組、
内閣府「『輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会』行動宣言」の取組への参加に加えて、産休・
育休取得時支援策の検討も行いました。

○託児利用料補助（学会参加時、休日勤務時等、病児・病後児）
　円滑で効率的な業務とワーク・ライフ・バランス支援のため、本学研究者が学会参加時に託児サービ
スを利用する場合や、職員が休日に勤務を命じられたり、延長保育・夜間保育利用の必要が生じる日帰
り出張、宿泊を伴う出張を命じられたりした際に託児サービスを利用する場合、また、業務のため病児・
病後児保育施設を利用した場合の利用料補助を実施しました。
　補助した件数は、21件でした。令和 3年度も、新型コロナウイルスの影響か学会参加にかかる利用申
請はありませんでした。
　
　学会参加時の託児費用補助　実績
　利用実績： 0件

　休日勤務時等、病児・病後児の託児利用料補助　実績
　利用実績：21件（うち男性 4件）

○子育て・介護中の研究者への研究支援員配置
　平成24年度から、ライフイベント（出産・育児・介護）により研究活動やワーク・ライフ・バランス
の維持が極めて困難な研究者を支援する目的から、研究支援員（本学学生）を配置しています。これま
でに本制度の支援を受けた研究者は、論文発表や学会発表、科学研究費助成事業の採択等の成果を上げ
てきました。
　令和 3年度は、年度途中での申請者を含めて、人文社会科学部、教育学部、医学研究科、保健学研究
科、医学部附属病院、理工学研究科、農学生命科学部の教員13名に対して13名の研究支援員を約1430時
間配置しました。昨年度に比べ、被支援教員の所属部局・人数が 2増えたほか、支援時間の合計も306
時間増加しました。

　支援期間：令和 3年 5月17日～令和 4年 3月31日
　被支援者：13名（うち男性 2名）（子育て事由 9、介護事由 4）

○男性教職員の育児・介護に関する休暇・休業取得促進ポスター
　男性の育児・介護に関する休暇・休業については、取得者が女性に比べて限られている現状がありま
す。また、令和 2年度に行われた男女共同参画推進に関する全学意識・実態調査では、休暇・休業を取
得しやすい職場の雰囲気づくりへの高いニーズが明らかになりました。これらに加えて、管理職からの
発信が休暇・休業取得促進の後押しになるとの声が男女共同参画推進室に寄せられていたことや、産後
パパ育休制度を含む改正育児・介護休業法が令和 4年度から順次施行されることを背景として、 3月、
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男性教職員の育児・介護に関する休暇・休業取得促進のポスターを作成しました。
　ポスターには、改正育児・介護休業法の主な内容のほか、福田眞作学長、石川隆洋理事（社会連携担
当）、各学部長・研究科長の計10名による男性の育児・介護に関する休暇・休業取得支援メッセージ写
真を含めました。ポスターは、 4月以降、学内の掲示板に広く掲示される予定です。

○SOGIプロジェクトの提言を踏まえた取組
　男女共同参画推進室の取組のよりどころとなる弘前大学男女共同参画推進基本計画（第 2期）には、
行動計画のひとつとして「職員や学生が、性別はもとより、年齢、人種、国籍、言語、障害、性的指向、
性別自認等を問わずに働きやすく学びやすい環境づくり」が掲げられています。この行動計画の性的指
向、性別自認（sexual�orientation�and�gender� identity（SOGI））に関する取組として、令和 2年度、
教職員や学生からなる「SOGIプロジェクト」から、SOGIの観点からの弘前大学での取組について、男
女共同参画推進委員会に提言がありました。
　令和 3年度はこの提言を受けて、プライド月間の 6月、同性パートナー制度をテーマにさんかくダイ
アログを開催したほか（本報告書15ページ）、男女共同参画推進室専任担当教員が、English�Loungeで
ジェンダー・セクシュアリティの多様性について英語で話題提供を行いました。また、11月には、セク
シュアリティの多様性を象徴するレインボーフラッグのピンバッジを作成し、管理職に着用を呼びかけ
ました。

○内閣府「『輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会』行動宣言」の取組への参加
　福田学長は、令和 3年度も、内閣府が支援する「『輝く女性の活躍を加速するリーダーの会』行動宣言」
に引き続き賛同しました。この宣言は、平成26年に首相官邸で開催された「輝く女性応援会議」を契機
に、女性の活躍促進に取り組む企業の男性リーダーからなる「輝く女性の活躍を加速するリーダーの会」
によって策定されたものです。
　12月、福田学長は、「令和 3年度『輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会』に係る冊子」（発行：
内閣府男女共同参画局）作成のためのアンケートで、女性活躍への「想いや原点」について「育児や家
庭のためにワークキャリアが途切れた妻のキャリアを形成させることができていたらという自戒の気持
ちがある。女性が進出する社会では、支援の仕組みがなければ、組織自体が能力を発揮できないと思っ
ている」と回答しました。
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２．女性研究者採用・上位職登用、理系女子裾野拡大

　女性研究者採用・上位職登用、理系女子裾野拡大については、以下の女性研究者を研究代表者とする
共同研究支援、ダイバーシティレポート制度、女性研究者の応募・採用促進、プロモーションメンター
制度、女子学生による理系女子進路相談会、児童生徒を対象とした理系女子裾野拡大に加えて、主要部
局長への担当理事・男女共同参画推進室長によるヒアリング、女性研究者の海外派遣制度の検討、研究
専念制度の検討も行いました。

○女性研究者を研究代表者とする共同研究支援
　ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）事業の一環として、引き続き、本学の女性研
究者が研究代表者、連携機関の研究者等が共同研究者として参加する共同研究を支援しました。この取
組は、本学を含む連携機関や北東北地域の女性研究者の研究力・リーダー力・マネージメント力の向上
を図り、上位職登用の促進につなげるとともに、当該領域・分野の研究の深化に寄与することを目的と
するものです。昨年度同様、令和 2年度から自主財源による取組期間となっていることから、弘前大学
男女共同参画推進基金を原資として展開しました。
　令和 3年度は、新規 1件を含む 4件の申請のうち、医学研究科、農学生命科学部、教育推進機構、地
域戦略研究所の 4名の研究代表者（うち文系 1名）による研究を支援しました。本事業による研究概要
や成果は、オンラインで開かれた「北東北女性研究者研究・交流フェア2021」等で発表されました。

○ダイバーシティレポート制度
　ダイバーシティレポート制度は、すべての教員公募（女性限定公募を除く）を対象に、選考の各段階
について男女共同参画の観点から選考委員長等がレポートするものです。平成29年度からの試行を経て、
令和元年度に全学教員人事委員会において本格導入が決定されました。レポート実施者は、公募実施部
局が、ダイバーシティオフィサー（選考委員長等）またはダイバーシティオブザーバー（男女共同参画
推進室長が任命する男女共同参画推進室員（性別・分野を問わない））から選択できる決まりで、所定
の様式に基づき、男女共同参画推進室長に報告します。また、選考委員長とレポート実施者は無意識の
偏見に関する研修を受けることが義務化されています。令和 3年度は、4学部・研究所から10件のレポー
トが提出されました。
　なお、ダイバーシティレポート制度の実効性を高めるため、様式の改善や、レポート提出先の変更等
を含む提案が、 3月の全学教員人事委員会で了承されました。

○女性研究者の応募・採用促進（スタートアップ経費支援、面接時交通費支援、リクルート経費支援）
　女性教員の応募・採用促進の取組としてこれまでに構築された女性教員基盤整備等スタートアップ経
費支援、教員公募面接時の女性候補者への交通費支援、リクルート経費支援を実施しました。
　女性教員採用促進事業（女性教員基盤整備等スタートアップ経費支援）は、弘前大学男女共同参画推
進基金を財源とし、女性限定公募により新たに教員を採用した場合に研究環境の基盤整備等にかかるス
タートアップ経費（女性教員 1人につき50万円上限）を部局に対して支援することにより、女性教員の
応募促進と採用・在職比率の向上を図るものです。令和 3年度は、本支援の対象となる女性限定公募に
よる新規着任はありませんでした。
　女性教員採用促進事業（面接時交通費支援）は、弘前大学男女共同参画推進基金を財源とし、教員公募面
接時の女性候補者に対する交通費（上限額30万円）を支援するものです。令和3年度は、新型コロナウイ
ルスの影響にも関わらず、2名の女性候補者について交通費を支援し、うち 2名が採用される見通しです。
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　女性教員採用促進事業（リクルート経費支援）は、弘前大学男女共同参画推進基金を財源とし、教員
公募における女性候補者からの募集を促すための学会誌等への広告掲載や周知に出向く際の旅費等（ 1
件につき10万円上限）を部局に対して支援するものです。令和 3年度、この経費支援の申請はありませ
んでした。前年度に続き、コロナ禍で活用が困難だったと推測されます。

○プロモーションメンター制度
　プロモーションメンター制度は、本学の女性研究者が教育・研究・管理運営等にかかる現状や課題等
を相談できる体制を整備することにより、本学における女性研究者の上位職への登用促進を図ることを
目的とするものです。平成29年度から令和元年度まで試行され、令和 2年度に本格導入されました。
　この取組では、メンティを、将来的に上位職に就くことを視野に入れメンターシップを希望する女性
教員とし、 1人のメンティに対し、理事と、メンティが所属する学部・研究科の長の 2人が配置されま
す。プロモーションメンターは、教育、研究、管理運営等に係るマネージメント力向上に向けた助言を
行うとともに、研究環境の現状を把握し、当該女性研究者が昇任または上位職に就くためのシステム改
革を積極的に行います。令和 3年度は、人文社会科学部、教育学部、地域戦略研究所の 4名のメンティ
の面談が行われました。

○女子学生による理系女子進路相談会
　理系女性の裾野拡大を図る目的から、オープンキャンパスにあわせて「女子学生による理系女子のた
めの進路相談会」が実施されました。令和 3年度も、新型コロナウイルスの影響によりオープンキャン
パスがオンラインで行われたことから、この相談会もオンラインでの開催となり、理系進学を考えてい
る女子高校生の進路に関する疑問や不安等について、各学部から推薦された教育学部、医学部医学科、
理工学部、農学生命科学部の女子学生生が相談に応じました。
　医学部医学科については、前年度の相談会で、医学科への進学に関心のある女子高校生が複数いたこと
を踏まえて、令和 3年度に初めて、同学科所属の学生に相談員（協力学生）に加わってもらったものです。
　参加したすべての女子高校生が、この相談会について「とても参考になった」「参考になった」と評
価しました。参加者からは「理系進学について、女子が少ないということで、高校生活とどのような違
いがあるか疑問が多かったのですが、女性の先輩から生の声を聴くことができて大学生活のイメージが
わきました」「ホームページだけでは分からないことも聴くことができ、大変参考になりました。弘前
大学に俄然興味がわきました」といった感想が寄せられました。
　また、相談員を務めた学生からは「理系となると男子が多いので不安が生じることが多いと思います。
その中でこのような相談会を開くことで、少しでも前向きな気持ちで進学を目指せるのではないかと思
いました」「ホームページ等の広報で理系女子の学生生活をさらに発信していけば、受験を考えている
高校生の理解も深まると思います」等の感想がありました。
　この相談会は昨年度もオンラインで行われ、参加した女子高校生は 8名でした。対面で開催されてい
たコロナ禍以前は、例年、約50名が参加していま
した。令和 3年度は、前年度、対面開催時を上回
る70名近くから参加がありました。
　日　時：令和 3年 8月10日・11日
　　　　　10時～15時
　会　場：Zoom
　参加女子高校生：68名
　協力学生：�14名（教育学部、理工学部、医学部

医学科、農学生命科学部）
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○児童生徒を対象とした理系女子裾野拡大
　児童生徒を対象とした理系女子裾野拡大の取組として、女子小中学生を対象とした理科実験教室、女
子高校生を対象とした科学技術イベントを支援しました。

女子小学生対象理科実験教室「実験ガールズ2021～大学生の『センセイ』と理科実験を楽しもう！～」
　女子児童が理科実験の楽しさを経験することによって理系分野に関心を持つきっかけとなる場を提
供し、理系女子の裾野拡大を図ることを目的として、青森市男女共同参画プラザ主催による女子小学
生対象理科実験教室「実験ガールズ2021」に協力しました。具体的には、当日実験会場での掲示用に、
本学女性研究者の研究等に関するポスターを貸し出しました。コロナ禍以前には、ポスター貸出に加
え、実験教室の「センセイ」を務める女子学生の一部を公募し、この企画に派遣しましたが、令和 3
年度は、新型コロナウイルスの影響により公募を行いませんでした。
　日　時：令和 3年 8月 1日　13時～15時
　会　場：青森市男女共同参画プラザ　研修室
　参加者：41名（女子児童生徒22名、保護者19名）

サイテック・フェスin弘前
　女子生徒の進学率が特に低い工学系への進路選択支援を目的として、ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（牽引型）やあおもりダイバーシティ研究環境推進ネットワークで連携する八戸工業
高等専門学校が主催した「サイテック・フェスin弘前」（JST女子中高生の理系進路選択支援プロ

グラム）に協力しました。男女共同参画
推進室は、当室員の江居宏美准教授（理工
学研究科）が講師を務めた本イベントでの
女性研究者によるミニ講演と、本学の女子
学生による学校紹介について、調整を行っ
たほか周知に協力しました。
　日　時：令和 3年 9月26日　13時～15時
　会　場：Microsoft�Teams
　参加者： 9名

工学系キャリアサポート
　理系の中でも特に女性が少ない工学系に
ついて、その面白さを実感することで進路
の選択肢になるようきっかけとなる場を提
供し、理系女子の裾野拡大を図ることを目
的として、当室員の鳥飼宏之教授（理工学
研究科）による「女子高生工学系キャリア
サポート」の開催に協力しました。
　日　時：令和 3年12月11日　 9時～12時
　会　場：Microsoft�Teams
　参加者： 8名
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３．意識啓発・情報発信など

　意識啓発・情報発信については、以下の北東北国立 3大学男女共同参画シンポジウム、男女共同参画トッ
プセミナー、教職員・学生対象意識啓発・交流事業「さんかくダイアログ」、男女共同参画に関する学修
機会、新採用教職員・新入生を対象とした男女共同参画の取組に関するフライヤー、ウェブサイト・ニュー
スレター・Twitterでの情報発信のほか、弘前市や学生団体との連携により生理用品の無償配布も行いま
した。年度当初に計画されていた弘前市女性活躍推進異業種交流会（弘前市・損保ジャパン日本興亜株式
会社主催）への女性職員派遣は、新型コロナウイルスの影響により実施されませんでした。

○北東北国立 3大学男女共同参画シンポジウム
　本学、秋田大学、岩手大学の北東北国立 3大学は、平成22年度から連携して、男女共同参画シンポジ
ウムを持ち回りで開催してきました。令和 3年度は、弘前大学が事務局を務め、 8月に開かれた 3大学
の男女共同参画推進室長による会議（北東北大学連携男女共同参画推進連絡会議）で了承された「with/
postコロナ時代のダイバーシティ＆インクルージョンと男性の参画」をテーマに開催されました。
　 3大学における男女共同参画推進の取組に関する報告に続き、サイボウズ株式会社チーム総研の松川
隆シニアコンサルタントから、「おじさんトランスフォーメーション！サイボウズで学んだ昭和世代か
らのアップデート法」と題して、チームワークに不可欠な要素や働き方の多様化について、サイボウズ
での取組や講師の実体験をもとにお話しいただきました。
　参加者アンケート（回答者46名）では、32名が「大変有意義だった」、12名が「有意義だった」、 2名
が「思った内容と違った」と評価しました。自由記述には、「時代に適った興味深い企画」「サイボウズ
の働きやすさを実現してきた手法をお聞きできて、大変ためになりました」「講演にあったような取組
内容をそのまま当てはめることは難しいものの、組織マネジメントにおける参考となる要素が多く、有
意義な内容だった」等の感想がありました。
　日　時：令和 3年 9月11日　13時30分～15時
　会　場：Zoom
　参加者：58名

○男女共同参画トップセミナー
　ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）の一環として、管理職を主な対象に女性教員
の採用・昇任等をはじめとするダイバーシティ研究環境推進に関する意識啓発を図る目的から、トップ
セミナーが開催されました。
　令和 3年度は「女性採用・上位職登用のさらなる拡大に向けて」をテーマに、オンラインで、人的資
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源管理がご専門で、第 5次男女共同参画基本計画策定に貢献された、佐藤博樹中央大学大学院戦略経営
研究科教授（東京大学名誉教授、内閣府・男女共同参画会議議員）を講師にお迎えし、仕事と育児・介
護の両立支援のあり方、男性の働き方改革と多様な部下をマネジメントできる管理職の育成・登用など
についてお話しいただきました。続くワークショップでは、 4グループによるディスカッションが行わ
れ、各グループの代表者から共有された課題や対策案などが発表されました。
　参加者アンケート（回答者33名）では、12名が「大変参考になった」、17名が「参考になった」、 4名
が「まあまあ参考になった」（「思った内容と違った」はゼロ）と評価しました。自由記述には、「女性
が幹部職員として働きたいと思えるような環境・組織作りが重要だと改めて考えさせられました」「ジェ
ンダー・ダイバーシティの推進は一朝一夕にはいかず、企業風土の醸成が必要だと思いました」「大学
とは違う多種多様な組織の人から話を聞くというのは大変参考になります。今後も定期的なセミナーの
開催を期待します」等の感想がありました。
　日　時：令和 3年12月 2 日　13時30分～14時
　会　場：Zoom
　参加者：22名

○教職員・学生対象意識啓発・交流事業「さんかくダイアログ」
　平成25年度から、性別にかかわらず働きやすく学びやすい弘前大学の実現を目指して、男女共同参画
推進に関心のある職員や学生が意見・情報交換を行う場を提供するとともに、参加者同士のネットワー
クの構築支援を目的として「さんかくカフェ」が開催されてきました。令和 2年度には、男女共同参画
に関して、学生や教職員が気軽に参加でき自由に語り合える（ダイアログ［対話］できる）場を提供し
たいとの考えから、これまで開催されてきた「さんかくカフェ」、学長・女性研究者懇談会、学生対象
意識啓発事業の装いを新たに「さんかくダイアログ」に発展しました。
　令和 3年度は、新たに企画テーマを学生・教職員から公募しました。提案によるテーマの回も含めて、
以下のとおり開催されました。
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第 1回「広がる同性パートナー制度」
　日　時：令和 3年 6月30日　18時～19時
　話題提供者：堤緑さん（弘前市企画部企画課）
　参加者：13名

第 2回「治療と仕事の両立　課題と望まれる支援」
　日　時：令和 3年 8月25日　18時～19時
　話題提供者：�葉久真理徳島大学副理事（男女共同参画）（同大学AWAサポートセンター長、大学

院医歯薬学研究部教授）
　参加者：10名

第 3回「大学広報とジェンダー・ダイバーシティ」
　日　時：令和 3年10月27日　18時～19時
　話題提供者：ヤグノライク助教（教育推進機構教養教育開発実践センター）
　参加者：20名

第 4回「性被害注意喚起メッセージの問題点と改善策」（公募テーマ回）
　日　時：令和 3年11月24日　18時～19時
　話題提供者：久下早紀さん（医学部医学科、「あずましキャンパス」）
　参加者：18名

第 5回「ジェンダーでみるCOVID-19の影響：非正規雇用女性に着目して」
　日　時：令和 3年12月22日　18時～19時
　話題提供者：�大崎麻子Gender�Action�Platform理事（内閣府「コロナ下の女性への影響と課題に

関する研究会」委員）
　参加者： 9名

第 6回「学長・女性研究者懇談会」
　日　時：令和 4年 2月16日　18時～19時
　参加者：12名

○男女共同参画に関する学修機会
　次世代を担う学生のための男女共同参画推進の取組として、ダイバーシティ研究環境実現イニシア
ティブ（牽引型）事業で連携する岩手大学による「次世代育成サポーター養成講座」への参加希望者を
広く募り、 1月、 2学部 3名の学生を派遣しました。
　また、全学部 1年生必修の教養教育科目「キャリア形成の基礎」の 1コマにおいて「キャリア形成と
男女共同参画」がとりあげられることとなり、男女共同参画推進委員会において内容を検討し、講義動
画を作成しました。加えて、男女共同参画推進室専任担当教員は、教養教育科目である「キャリア形成
の基礎」、「キャリア形成の発展―社会と私」、「キャリア形成の発展―ダイバーシティとキャリア」を担
当したほか、医学部保健学科の専門科目「公衆衛生看護学演習」、弘前大学・長崎大学・宇都宮大学・
東京外国語大学による多文化共生教育コンソーシアムの開講科目「多文化共生への誘い」で、SOGIに
関する講義を担当しました。
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○新採用教職員・新入生を対象とした男女共同参画の取組に関するフライヤー
　男女共同参画推進のための取組のうち、教職員や学生が利用可能な制度や施設、機会について、より
広く知ってもらう目的から、新採用教職員と新入生を対象にフライヤーを作成し、配布しました。

○ウェブサイト、ニュースレター、Twitter
　学内外への情報発信とそれを通じた男女共同参画推進の意識啓発を図る目的から、令和 3年度も随時、
男女共同参画推進室ウェブサイトとTwitterを更新するとともに、男女共同参画推進室ニュースレター
「さんかくつうしん」を 3月に発行しました。

　本学は、平成28年度から、文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイ
バーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）「ダイバーシティ実現で
北東北の未来を先導」（代表機関：岩手大学）に取り組んできました。
　本年度でこの事業が終了することから、３月24日、最終総括シンポジウ
ムがZoomで開催されました（主催：北東北ダイバーシティ研究環境実現推
進会議）。シンポジウムでは、文部科学省からの来賓挨拶、広島大学の相田
美砂子学長特命補佐（研究人材育成担当）による特別講演「女性研究者支援
の歩みと未来」に続き、６年間の取組について、事業連携機関である弘前大
学、岩手大学、八戸工業高等専門学校、一関工業高等専門学校、東北農業研
究センター、株式会社ミクニからそれぞれ報告が行われました。
　本学の取組と成果については、福田眞作学長が発表。６年間でダイバーシ
ティレポート制度やプロモーションメンター制度をはじめとするシステムが
構築されたことや、女性教員比率が17.1％（平成28年５月１日）から目標
としていた19.0％を上回る20.5％（令和３年度末見込）に上昇したこと、
女性教員の上位職（講師以上）登用が進んだことなどが紹介されました。
　この後、岩手大学の小川智学長から、事業が終了した後も、６機関が関連
機関も含め連携してダイバーシティ研究環境を推進していくとの方針が示さ
れました。これを受け、閉会挨拶では、福田学長が「北東北が、真に、多様
な研究者が活躍できる地域となるよう、６年間で培われた連携を土台として
取組を緩めることなく継続し、発展させていきたい」と締めくくりました。

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）事業が終了します

　令和４年度も、女性研究者の研究力、リーダー力、マネジメント力の向
上支援と、地域における研究活動の活性化などを目的として、弘前大学の
女性研究者が研究代表者となる共同研究課題を以下のとおり支援します。
　令和３年度の本事業では、４部局４人（うち文系１人）が支援を受けま
した。

　詳しくは、各部局総務からのメールや男女共同参画推進室ウェブサイト
の実施要項・申請様式をご確認ください。共同研究者とのマッチングのご
相談やご不明な点等は、お気軽に男女共同参画推進室にご連絡ください。
積極的なご応募をお待ちしています。

女性研究者を研究代表者とする共同研究課題を募集します

●主な応募要件：
　弘前大学の女性研究者（准教授、講師、助教、助手）が研究代表者（申
請者）であり、かつ、令和３年度まで実施されたダイバーシティ研究環境
実現イニシアティブ（牽引型）の本学以外の事業連携機関もしくは参加機
関に所属する研究者が共同研究者（職位は問わない）として１人以上参画
する共同研究であること（分野は問わない）

●共同研究の期間：採択後（６月予定）～令和５年３月31日
●支援額：共同研究１件あたり40万円
●採択件数：数件程度
●募集期間：令和４年４月１日～５月16日
●応募方法：所属部局を通じて所定の申請書を提出

これまでの申請状況から、
文系分野の積極的な応募を歓迎します

機関報告を行う福田学長

　経済状況や社会的偏見、無理解などのさまざまな理由により
生理用品の入手や利用が困難な状況を指す「生理の貧困」が、
コロナ禍で顕在化したといわれています。この問題に関心を
持った本学医学科の学生グループ「あずましキャンパス」が、
弘前市に働きかけたことがきっかけで、昨年６～８月、学内で
の生理用ナプキンの無償配布が行われました。

　配布された生理用品は、防災備蓄品のうち使用推奨期限が切
れたものを市が無償提供。男女共同参画推進室は、この取組の
周知や配布等にたずさわり、当室で行われた配布には１日あた
り５～14人の学生が来室しました。

生理用品の無償配布が行われました

文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（牽引型）とは？
　日本の女性研究者比率が諸外国と比較して低い状況等を背景として、大学
や研究機関が企業等と連携して、女性研究者のライフイベント（育児や介護
等）やワーク・ライフ・バランスに配慮した研究環境の整備、女性研究者の
研究力向上、女性研究者の積極採用や上位職への積極登用に向けた取組を支
援するもの。各機関での取組に加え、他の機関を含めた地域等における女性
研究者の活躍促進を牽引することも期待される。

　本学では、平成24年度から、育児（妊娠・出産を含む）や介護により研
究活動の維持が著しく困難な本学教員に対し、申請に基づいて研究支援員
が配置されています。期間中に提出された令和４年度分の支援の申請につ
いて厳正な審査が行われ、７部局11人（うち男性１人）への支援が決定し

ました。
　育児や介護の状況が新たに生じた場合には、年度途中での申請も受け付
けられます。お気軽に男女共同参画推進室までお問い合わせください。

子育て・介護中の研究者支援制度 採択者を決定しました

Newsletter
弘前大学男女共同参画推進室

Vol.25
弘前大学は2019年５月に
「弘前市女性活躍推進企業」
に認定されました。

2022年３月発行
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資料　令和３年度　男女共同参画推進室　主な事業・会議一覧
月 事業内容 会議等

４月 １日 新採用教職員・新入生へのフライヤー配布
女性教員採用促進事業（女性教員リクルート経費
支援）開始
託児利用料補助申請受付開始

15日

23日

男女共同参画推進室運営会議（以下、運
営会議）
令和３年度第１回男女共同参画推進委員
会（以下、委員会）

５月 13日
17日

プロモーションメンター制度開始通知
子育て・介護中の研究者への研究支援員配置開始

10日

20日
25日
28日

子育て・介護中の研究者支援制度選考委
員会
運営会議
第２回委員会
共同研究支援審査委員会

６月 １日 女性研究者を研究代表者とする共同研究支援事業
支援開始

17日
25日

運営会議
第３回委員会

17・18日　生理用品無償配布（～８月）
30日 第１回「さんかくダイアログ」開催

７月 ８日

13日

15日
28日

北東北大学連携男女共同参画推進連絡会
議（室長会議）
北東北ダイバーシティ研究環境実現推進
会議第15回運営委員会
運営会議
第４回委員会

８月 １日 女子小学生対象理科実験教室（後援事業）開催
10・11日　女子学生による理系女子進路相談会開催
25日 第２回「さんかくダイアログ」開催

９月 ６日
11日
26日

北東北女性研究者研究・交流フェア2021開催
北東北国立３大学男女共同参画シンポジウム
サイテック・フェスin弘前（協力事業）開催

16日 子育て・介護中の研究者支援制度選考委
員会

10月 27日 第３回「さんかくダイアログ」開催 18日
25日

運営会議
第５回委員会

11月 24日 第４回「さんかくダイアログ」開催 １日

15日
24日
26日

全国ダイバーシティネットワーク東北ブ
ロック会議
運営会議
第６回委員会
北東北ダイバーシティ研究環境実現推進
会議第16回運営委員会

12月 ２日
11日
22日

男女共同参画トップセミナー開催
工学系キャリアサポート
第５回「さんかくダイアログ」

３日

24日

第10回北東北ダイバーシティ研究環境実
現推進会議
北東北ダイバーシティ研究環境実現推進
会議アドバイザリーボード

１月 24日
31日

運営会議
第７回委員会

２月 10日 第６回「さんかくダイアログ」

３月 「さんかくつうしん」Vol.25発行 ７・22日　子育て・介護中の研究者支援制度選考
委員会

14日

15日

23日
24日

運営会議
第11回北東北ダイバーシティ研究環境実
現推進会議
あおもりダイバーシティ研究環境推進ネッ
トワーク年次会議
第８回委員会
牽引型事業最終総括シンポジウム

令和３年度の会議等は、原則としてすべてオンラインで行われました。
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